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レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本

占
領
期
関
連
文
献

高
橋
宗
生

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
は
、
日
本

軍
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
軍
政
統
治
を
行
っ

た
時
期
（
一
九
四
二
〜
四
五
年
）
に
関
連

す
る
資
料
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
多
数

保
存
し
て
お
り
、
最
近
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
そ
の
大
部
分
を
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
し
て
公

開
し
た
。
こ
れ
は
「
岸
幸
一
資
料
」
と
呼

ば
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
、
特
に

そ
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
南
方
軍
政
関

係
資
料
は
、
同
時
期
を
研
究
対
象
と
す
る

人
々
に
と
っ
て
不
可
欠
の
資
料
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
詳
細
は
、
末
広
昭
編
「
岸
幸

一
資
料
目
録
」『
ア
ジ
ア
経
済
資
料
月
報
』

第
一
七
巻
第
一
二
号
（
一
九
七
五
年
一
二

月
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
国
内
外
で
関
連
資
料
の
多
く
が

散
逸
し
た
状
況
に
あ
っ
て
も
、
同
時
期
を

対
象
と
す
る
研
究
は
一
九
七
○
年
代
以
降

活
発
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
○
年
代
半

ば
に
は
、
そ
の
間
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果

に
加
え
て
、
戦
中
・
戦
後
の
記
録
・
回
想

録
、
戦
友
会
会
報
誌
お
よ
び
残
留
日
本
人

団
体
会
報
誌
の
記
事
、
防
衛
庁
防
衛
研
究

所
戦
史
部
所
蔵
資
料
、
な
ど
一
七
四
九
点

を
収
め
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
占
領
期

史
料
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日

本
占
領
期
文
献
目
録
』（
龍
溪
書
舎　

一

九
九
六
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
戦
後
五
一
年
目
ま
で
の
主
要
な
資

料
や
研
究
成
果
を
一
覧
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
○
年
が
経
過
し
、
同
時
期

に
関
連
す
る
文
献
は
さ
ら
に
増
加
し
た
。

当
研
究
所
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
い
く
つ
か

紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
戦
争
（
一

九
四
五
〜
四
九
年
）
に
参
戦
し
た
残
留
日

本
人
の
会
で
あ
る
「
福
祉
友
の
会
」

（Yayasan W
arga Persahabatan

）
の

会
員
の
足
跡
を
写
真
と
取
材
で
追
っ
た
、

長
洋
弘
（
写
真
と
文
）『
戦
争
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
残
留
日
本
兵
』（
草
の
根
出
版
会　

一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。「
母
と
子
で
み

る
三
八
」
と
シ
リ
ー
ズ
名
が
付
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
簡
明
な
文
章
で
わ
か
り
や
す

く
、
読
む
者
の
胸
を
打
つ
モ
ノ
ク
ロ
写
真

が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
福
祉
友
の
会

の
会
報
誌
は
一
九
九
八
年
に
二
○
○
号
で

最
終
号
を
迎
え
、
福
祉
友
の
会
編
『
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
独
立
戦
争
に
参
加
し
た
「
帰
ら

な
か
っ
た
日
本
兵
」、
一
千
名
の
声｜

福

祉
友
の
会
・
二
○
○
号
「
月
報
」抜
粋
集
』

（Y.W
.P.

福
祉
友
の
会　

二
○
○
五
年
）

が
掲
載
記
事
を
主
題
別
に
整
理
し
た
抜
粋

集
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
残
留
日

本
人
関
連
の
大
部
（
Ａ
４
版
四
○
○
ペ
ー

ジ
）
の
資
料
集
と
い
え
る
。

占
領
期
の
教
育
政
策
に
関
し
て
は
、
現

在
も
関
心
が
集
ま
っ
て
お
り
、
元
海
軍
司

政
官
鈴
木
政
平
文
教
課
長
の
書
簡
を
整
理

・
編
集
し
た
、
鈴
木
政
平
著
『
日
本
占
領

下
バ
リ
島
か
ら
の
報
告｜

東
南
ア
ジ
ア
で

の
教
育
政
策
』（
草
思
社　

一
九
九
九
年
）

と
、
百
瀬
侑
子
著
『
知
っ
て
お
き
た
い
戦

争
の
歴
史｜

日
本
占
領
下
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
教
育
』（
つ
く
ば
ね
舎　

二
○
○
三
年
）

が
出
版
さ
れ
た
。
前
者
は
現
地
の
教
育
行

政
を
主
導
し
た
一
日
本
人
の
思
索
の
跡
が

克
明
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
同
時
期
の
日

本
人
の
教
育
観
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料

と
い
え
る
。
後
者
は
日
本
語
教
育
、
皇
民

化
教
育
、
宣
撫
工
作
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
実

態
を
一
次
資
料
と
聞
き
取
り
調
査
を
中
心

に
解
明
し
た
研
究
書
で
あ
る
。

日
本
軍
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
抑
留
者
に

対
す
る
処
遇
は
過
酷
を
極
め
た
と
い
わ
れ
、

遺
恨
を
綴
っ
た
多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
語
回
想

録
が
出
版
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、

オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る
過
度
の
日
本
へ
の
非

難
を
諌
め
た
評
論
集Kousbroek, R

udy, 

H
et O

ostindisch kam
psyndroom

（Am
sterdam

, M
eulenhoff, 1992

）
の

抜
粋
翻
訳
書
、
近
藤
紀
子
訳
『
西
欧
の
植

民
地
喪
失
と
日
本｜

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン

ド
の
消
滅
と
日
本
軍
抑
留
所
』（
草
思
社　

一
九
九
八
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、

オ
ラ
ン
ダ
人
抑
留
者
、
抑
留
者
収
容
所
所

長
、
日
本
国
内
の
収
容
所
所
長
の
足
跡
を

そ
れ
ぞ
れ
手
記
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を

と
お
し
て
辿
っ
た
、
林
え
い
だ
い
著
『
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
記
憶｜
オ
ラ
ン
ダ
人
強
制

収
容
所
』（
燦
葉
出
版
社　

二
○
○
○
年
）

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
戦
後
賠
償
は

一
九
五
八
年
に
賠
償
協
定
が
締
結
さ
れ
、

七
○
年
ま
で
一
二
年
か
け
て
支
払
わ
れ
た
。

一
方
で
、
非
人
道
的
扱
い
を
受
け
た
人
々

が
日
本
政
府
に
対
し
新
た
な
補
償
を
要
求

し
て
い
る
。「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

戦
争
犠
牲
者
に
思
い
を
馳
せ
、
心
に
刻
む

集
会
」
実
行
委
員
会
編
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

侵
略
と
独
立
』（
東
方
出
版　

二
○
○
○

年
）に
は
、
泰
緬
鉄
道
元
「
ロ
ー
ム
シ
ャ
」、

抗
日
蜂
起
指
導
者
遺
族
、
元
日
本
軍
「
慰

安
婦
」
な
ど
、
そ
の
代
表
た
ち
の
体
験
談

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

森
本
武
志
編
著
『
在
ジ
ャ
ワ
日
本
軍
の

兵
器
の
行
方｜

第
十
六
軍
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
独
立
』（
鳳
書
房　

二
○
○
○
年
）
は
、

終
戦
後
の
武
装
解
除
過
程
で
日
本
軍
が
所

持
し
た
武
器
の
少
な
く
と
も
三
分
の
二
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
に
渡
っ
た
と
推
定
す
る
。

こ
の
一
○
年
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

日
本
占
領
期
の
地
域
間
比
較
研
究
も
進
展

し
、
倉
沢
愛
子
編
『
東
南
ア
ジ
ア
史
の
な

か
の
日
本
占
領
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
九
七
年
）
や
、
後
藤
乾
一
責
任
編
集

『
国
民
国
家
形
成
の
時
代
』﹇
岩
波
講
座

東
南
ア
ジ
ア
史
第
八
巻
﹈（
岩
波
書
店　

二
○
○
二
年
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。
最

近
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、

戦
争
の
記
憶
や
語
り
、
な
ど
の
新
し
い
概

念
や
方
法
論
を
用
い
た
研
究
も
現
れ
、
様

々
な
角
度
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を

捉
え
な
お
す
動
き
が
み
ら
れ
る
。『
岩
波

講
座
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』（
岩
波
書
店　

二
○
○
五｜

○
六
年
）
の
全
八
巻
に
は
、

そ
の
最
新
の
研
究
成
果
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。（

た 

か
は
し　

む
ね
お
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
研
究
支
援
部
）




